
 

 

 

 

デジタルアーカイブを楽しむ ～身近な習慣の記録と比較～ 

加治工 尚子（岐阜女子大学） 

１．デジタルアーカイブ実践事例 

 「デジタルアーカイブ」の実践演習では、デジタルアーカイブの数ある可能性の一つに楽しみ

を見出し、記録と比較に着目した活動を続けている。2019 年後期は、「我が家の○○を記録する」

と題して、学生らに各自の「年末年始」の様子を記録してもらったので、その様子を紹介したい。

撮影期間は冬休みの間とし、なるべく撮影の機会をのがさないためにも、普段から使い慣れたス

マートフォンやタブレット端末を用いての記録も可とした。主な手順を表 1 に示す。 

 〔表 1 記録活動の主な手順〕 

時期 活動 概要 

(1) 休暇前 ① 日程の確認と撮影計画  ＊カレンダーを参照し、例年の過ごし方と撮影可否を検討 

(2) 休暇中 ② イベント等の記録活動  ＊家族や友人らに撮影・公開の許可をもらう 

(3) 休暇後 

③ 撮影素材の確認と取捨選択   ＊素材の一覧化 → 素材ごとに公開の可否を示す 

④ ストーリーと補足説明を練る  ＊発表用のスライドショーを作成する 

⑤ 発表する・聞く・評価する  ＊自己評価、改善点・展望を記す 

 

２．我が家の年末年始 

 我が家の記録は 12 月 31 日の大晦日から 1 月 2 日にかけて行った。記録計画を表２に示す。 

  〔表 2 日付と記録項目「我が家の年末年始－加治工家の例－」〕 

時
期 

2019 年 12 月 31 日 
「大晦日」 

2020 年 1 月 1 日 
「元日」 

2020 年 1 月 2 日 
（旧暦 12 月 8 日） 

記
録
項
目 

 大掃除 
 ・年末の大掃除 
 床飾り 
 ・掛軸と三線はそのまま 
 ・段上奥：お花、盛米 
  段上前：鏡餅、神酒 

段下 ：屠蘇器、盛塩 
 玄関飾り 
・注連縄、お花 

 食 
・年越しそば 

 ０時の汽笛 
 ・港から聞こえる汽笛の音 
        [動画で記録] 
 初日の出 
 ・那覇の日の出時刻 7:17 
  [タイムラプス撮影] 
 新年の挨拶 
 ・家長から塩と屠蘇を頂く 
 食（ブランチ） 
・イナムドゥチ＋餅 
・オードブル＋寿司 

 ムーチーの日 
 ・旧暦の 12 月 8 日にムーチー
（餅）をお供えして健康と厄
除けを祈願する 

 カーサムーチー 
 ・カーサムーチーとは月桃の
葉で包んだお餅のこと。 

 ・親戚の子どものハチムー
チー（初餅）をいただいたので
撮影した（紅イモ味） 
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 つぎに、記録資料をもとにスライドを作成して発表した。その一部を表 3 に示す。 

   

5 段の重箱にお米を盛る 
 * 最上段に紅白の紙をまわし、 
 その中にお米を入れる 

※ 作業の流れが分かるように、

動画でも記録した 

お米の上に炭・昆布・橙 
 * たんと喜ぶ(炭とよろ昆布) 

* 橙(代々)の代替に庭のシークヮー

サー 

  

【補足説明】 

 
 ↑お米を盛る重箱の各層にも

少量の米を入れている 
(5 ㎏分のお米が盛られる） 

 
 ← 今年は、神酒に用いる神
酒口がみあたらず、雌雄を模
した紅白の紙で代用している 

屠蘇器と盛り塩と箸 
 * 屠蘇器には正式なお屠蘇では 
なく甘めの酒を元日に入れる 

花・米・餅・神酒・屠蘇 
 * 盛花、神酒、鏡餅を揃え、 
 床の間に配置する 

  

【補足説明】 
 
 ← 1 月 1 日の 0 時になると、 
 近くの港から一斉に汽笛が鳴
り響く  [動画で撮影] 

 
 ↓ ムーチーは旧暦で行われ
るもので、今年は偶々新正月
に重なった 年越しそば 

 * 年越しそばの麺は沖縄そば 
0 時の汽笛 

   

初日の出 
* 初日の出のタイムラプス撮影 
（那覇市天久 天候：くもり） 

年頭の挨拶（ニントー） 
* 家長から塩とお屠蘇を頂く 

月桃餅（カーサムーチー） 
*月桃の葉で包んだお餅 
親戚からハチムーチーを頂いた 

 

 以上、参考として紹介した我が家の恒例行事も、床飾りの様子や年頭の挨拶など、学生らにとっ

ては馴染みのないものであったらしい。このように、「身近な習慣を記録する」という一連のアー

カイブ活動をとおして、普段あまり意識することがなかった年末年始に目を向け、写真を撮り、

スライドを作成し、自分の過ごし方を改めて確認することができたようだ。同じテーマの記録で

あっても、人によってそれぞれ捉え方が異なることなど、多様性の発見にもつながった。 


